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UV-C キャビネット
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UV-C曝露の回避　　　　
UV-Cにさらされると、皮膚や目に
損傷を与える可能性がある。ドアが
閉じられ、密閉されていることを確
認し、ロックされ、稼働中にドアが
開かないようにする。

オゾンを避ける
オゾン発生用の電球は使用しない。
オゾンがでないようにキャビネット
のドアは閉めたままにする
(UV-C光がキャビネット内のオゾ
ンを分解する)｡

PPEの着用
適切なPPE (ガウン、手袋、目の保
護具、サージカルマスク) を着用す
ることで、UV-Cの目と皮膚への曝
露を避ける｡

3

　健康と安全に関するガイドライン

マスク*のフィット感とろ過性能
の維持

付着微生物の減少

有害な残留物の回避
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除染の原則

UV-Cは微生物のDNAやRNAを

変化させて不活性化

抗微生物活性の波長は254nm

医療現場における一般的なUV-C
による環境除染では
C.diffcile、MRSA、VREなどを
殺滅可能

N95、サージカルマスクに存在す
るSARS-CoV-2や類似のウイル
スを不活化するには、少なくとも
1J/cm2の照射が必要
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　UV-Cの基本

汚　染　除　染　の　波　長

正しい使用方法のための設計原則
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1 定期的な線量測定
 UV-Cに固有のフォトダイオード
またはフォトクロミックストリップ
を使用して測定する。 >1J/cm2

以上｡

両面に照射
キャビネットの内側は反射素材と
し､マスクの前面と背面にUV-Cが
照射されるよう線源を配置する｡

均一に照射
 線源の距離 = 線源からマスクま
での距離は>1J/cm2照射される
よう設置

影を回避
 他のマスク、ストラップまたは線
源とマスクの間の物体からの影を
避ける｡

2次ストラップの除染
ストラップは UV-Cで除染されな

いため、対応する消毒剤で拭く必
要がある｡

2

4

5
• N95レスピレーターはUV-Cキャビネットで除染でき、少なくとも1J/

cm2の UV-C照射が必要である。
• この方法はサージカルマスクに使用される可能性があるが、UV-Cによ

るサージカルマスクの除染とサージカルマスクの性能への影響に関する
データは一定していない｡付着微生物の減少に関する結果は暫定的なも
のであり、2020 年12月1日の時点では未発表である｡

• 除染の前に、水滴試験で表面が疎水性であることを確認する。

* マスクは N95 マスクを示す。サージカルマ
スクで代用できるが、裏付けとなる証拠
は一定でないか､未公開である｡
サイクル=設置する線源の放射線量に
依存し､マスクに≥1J/cm2の線量がかか
るよう設定する｡

サージカル 
マスク

N95 
レスピレーター

~5,000 
 マスク/日

~10 MINS 
 / サイクル**

$
<$1,500
/キャビネット

N95DECON UV-C 
テクニカルレポート

UV-Cキャビネット 
設計と原則

100
NM

200
NM

300
NM

400
NM

オゾン発生紫外線
 (100-220nm)

殺菌性 UV-C
(200-280nm)

最低限の殺菌
UV-B 
(280-320nm)

非殺菌性 UV-A

(320-380nm)
可視光線
(380-720nm)

254 NM
UV-Cランプのピーク

720
NM

(DNA、RNA 最大紫外線吸収260 nm)

! このキャビネットは公式認定されておらず、使用する場合は、

国、地域、施設状況などの承認が必要です。保証を意味するもの
ではありませんので、フローは自己責任でご使用ください。
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